
総合評価落札方式の概要 

【総合評価落札方式とは】 

・総合評価落札方式は、価格だけで評価していた従来の落札方式と違い、
品質を高めるための新しい技術やノウハウといった価格以外の要素を含
めて評価する落札方式 

・入札価格が予定価格の制限の範囲内にあるもののうち、価格と品質を数
値化した「評価値」の最も高いものを落札者とすることにより、予定価格の
範囲内で価格と品質が総合的に優れた業者を選定 

・適期に作業するための工夫などの技術提案、同種事業の実績や事業成
績等が評価の対象 

【総合評価落札方式のメリット】 

・品質面での競争により事業の品質を向上させることができる 

・技術上のポイントを事前に把握できる 

・事業者の育成と技術力の向上が図られる 

・談合の防止に効果がある 

【落札者の決定方法】 

・造林事業及び素材生産事業の総合評価落札方式では、森林土木工事と
同様に「除算方式」を導入し、評価値が最も高い者が落札者となる 

  評価値 ＝ 評価点 ÷ 入札価格 

 ※入札価格が高くても、技術等の提案が優れており、評価点が高ければ落札
する場合があります 
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【落札者の決定（例）】 
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造林・素材生産事業における総合評価落札方式

（岩手県・宮城県に震災措置として適用）

１ 評価の基準

① 必須項目（標準点）

評価
評価項目 評価基準

点

【実施体制】 事業期間の設定の適切性（期間内の設定となっている 全て適

とともに、適切な作業期間、期間の設定となっているか。）切と認

工程管理の適切性（各作業の工程及び作業手順、移動 められ

時期等が適切か。） る場合

事業実施に必要な有資格者の有無（架線作業主任者等 100点

が適切に配置されているか。）

②加点項目（加算点）

評価
評価項目 評価基準

点

【事業計画】

事業期間の設定・ 各作業期間の設定、工程管理の工夫に対して評価する。

工程管理の適切性

事業計画上の考慮 事業の実施手順、次年度以降の施業へ配慮した工夫に

事項（実施手順等） 対して評価する。

の妥当性

自然環境への配慮、 現地の環境条件（地形、地質、環境、地域特性等）へ 配点

生産性向上への取組 の配慮、生産性向上への工夫に対して評価する。 50点

の適切性

品質管理（品質の 資材の品質の確認方法、管理方法の適切性について評

確認方法、管理方法）価する。

の適切性

安全対策の適切性 作業時の安全確保に関する具体的取組の適切性につい

て評価する。

【企業の事業実績】

同種事業の実績（平 発注先別の同種事業の実績状況について評価する。

成○年 4月 1日以降

（（過去15年間（当

年度含まない））

事業成績評定点（過 事業成績評定の結果について評価する。

去2年間（当年度含ま

ない）の平均点）
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事業に関する表彰 国有林又は国有林以外（国（他機関）、都道府県又は

実績（入札公告日の 市町村）から受けた当該事業に関連する表彰実績につい 配点

前日から過去10年間）て評価する。 22点

森林施業の省力化、 国有林又は国有林以外（国（他機関）、都道府県又は

低コスト化に関する 市町村）から受けた森林施業の省力化、低コスト化に関

表彰実績（入札公告 連する表彰実績について評価する。

日の前日から過去10

年間）

本店、支店又は営 当該事業実施県内にある本店等の所在地の有無につい

業所の所在 て評価する。

低入札価格調査（入 低入札価格の調査対象の有無及び調査対象となった事

札公告日の前日から 業成績評定について評価する。

過去2年間）

【配置予定技術者(現場代理人)等の能力】

配置予定技術者の 発注先別の技術者の事業経験について評価する。

事業経験（平成○年4

月1日以降（過去15年

間））

配置予定技術者の 発注先別の技術者の保有する技術士等の資格数につい

資格 て評価する。 配点

従事予定者の研修 素材生産事業においては、「低コスト作業路企画者養 6点

の受講 成研修」等の受講の有無について評価する。

造林事業においては、「刈払機取扱作業者に対する安

全衛生教育」の受講の有無について評価する。

前年度における都道府県等主催・実施の研修及び森林

・自然環境技術教育会(JAFEE)又は(社)日本技術士会が発

行する森林部門に関する継続教育(CPD)の受講の有無につ

いて評価する。

【地域への貢献】

災害協定等（入札 国有林又は国有林以外（国（他機関）、都道府県又は

公告日の前日から過 市町村）と現在締結している災害協定等に基づく活動実

去5年間） 績の有無について評価する。

防災活動に関する 国有林又は国有林以外（国（他機関）、都道府県又は

表彰（入札公告日の 市町村）からの防災活動に関する表彰実績の有無につい

前日から過去10年間）て評価する。

国土緑化活動（入 植林活動、国有林又は国有林以外（国（他機関）、都 配点

札公告日の前日から 道府県又は市町村）との分収林等契約の取組実績の有無 12点

過去5年間） について評価する。

ボランティア活動 国有林又は農林水産省（国有林以外）、国（他機関）、

（東日本大震災に係 都道府県又は市町村でのボランティア活動実績（災害協

る活動を除く）（入 定等の活動実績を除く）の有無について評価する。
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札公告日の前日から

過去2年間）

東日本大震災に係 平成23年3月11日に発生した東日本大震災に係るボラン

るボランティア活動 ティア活動等の実績の有無について評価する。

等

【企業の信頼性】

従業員の雇用形態 素材生産事業、造林事業に係わる従業員の雇用形態に

ついて評価する。 配点

労働福祉 退職金共済契約締結の事実について評価する。 5点

安全管理 休業4日以上の労働災害の有無について評価する。

不誠実な行為 指名停止の処分又は文書による指導・注意を受けたこ

との有無について評価する。

２ 評価の方法

① 「標準点」を100点とし、「加算点」の最高点を95点とする。

② 「加算点」の算出方法は、上記(1)の各評価項目（事業計画、企業の事業実績、配

置予定技術者の能力、地域への貢献、企業の信頼性）について評価に応じ得点を与え

る。

③ 価格と価格以外の要素を総合的に評価する総合評価落札方式は、入札参加者の「標

準点」と「加算点」の合計を入札参加者の入札価格で除して得た数値

（｛標準点＋加算点｝÷ 入札価格、以下「評価値」という。）により行う。

④ 欠格がある場合は、入札参加を認めないものとする。
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造林・素材生産事業における総合評価落札方式

（青森県、秋田県、山形県に適用）

１ 評価の基準

① 必須項目（標準点）

評価
評価項目 評価基準

点

【実施体制】 事業期間の設定の適切性（期間内の設定となっている 全て適

とともに、適切な作業期間、期間の設定となっているか。）切と認

工程管理の適切性（各作業の工程及び作業手順、移動 められ

時期等が適切か。） る場合

事業実施に必要な有資格者の有無（架線作業主任者等 100点

が適切に配置されているか。）

②加点項目（加算点）

評価
評価項目 評価基準

点

【事業計画】

事業期間の設定・ 各作業期間の設定、工程管理の工夫に対して評価する。

工程管理の適切性

事業計画上の考慮 事業の実施手順、次年度以降の施業へ配慮した工夫に

事項（実施手順等） 対して評価する。

の妥当性

自然環境への配慮、 現地の環境条件（地形、地質、環境、地域特性等）へ 配点

生産性向上への取組 の配慮、生産性向上への工夫に対して評価する。 50点

の適切性

品質管理（品質の 資材の品質の確認方法、管理方法の適切性について評

確認方法、管理方法）価する。

の適切性

安全対策の適切性 作業時の安全確保に関する具体的取組の適切性につい

て評価する。

【企業の事業実績】

同種事業の実績（平 発注先別の同種事業の実績状況について評価する。

成○年 4月 1日以降

（（過去15年間（当

年度含まない））

事業成績評定点（過 事業成績評定の結果について評価する。

去2年間（当年度含ま

ない）の平均点）
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事業に関する表彰 国有林又は国有林以外（国（他機関）、都道府県又は

実績（入札公告日の 市町村）から受けた当該事業に関連する表彰実績につい 配点

前日から過去10年間）て評価する。 12点

森林施業の省力化、 国有林又は国有林以外（国（他機関）、都道府県又は

低コスト化に関する 市町村）から受けた森林施業の省力化、低コスト化に関

表彰実績（入札公告 連する表彰実績について評価する。

日の前日から過去10

年間）

本店、支店又は営 当該事業実施県内にある本店等の所在地の有無につい

業所の所在 て評価する。

低入札価格調査（入 低入札価格の調査対象の有無及び調査対象となった事

札公告日の前日から 業成績評定について評価する。

過去2年間）

【配置予定技術者(現場代理人)等の能力】

配置予定技術者の 発注先別の技術者の事業経験について評価する。

事業経験（平成○年4

月1日以降（過去15年

間））

配置予定技術者の 発注先別の技術者の保有する技術士等の資格数につい

資格 て評価する。 配点

従事予定者の研修 素材生産事業においては、「低コスト作業路企画者養 6点

の受講 成研修」等の受講の有無について評価する。

造林事業においては、「刈払機取扱作業者に対する安

全衛生教育」の受講の有無について評価する。

前年度における都道府県等主催・実施の研修及び森林

・自然環境技術教育会(JAFEE)又は(社)日本技術士会が発

行する森林部門に関する継続教育(CPD)の受講の有無につ

いて評価する。

【地域への貢献】

災害協定等（入札 国有林又は国有林以外（国（他機関）、都道府県又は

公告日の前日から過 市町村）と現在締結している災害協定等に基づく活動実

去5年間） 績の有無について評価する。

防災活動に関する 国有林又は国有林以外（国（他機関）、都道府県又は

表彰（入札公告日の 市町村）からの防災活動に関する表彰実績の有無につい

前日から過去10年間）て評価する。 配点

国土緑化活動（入 植林活動、国有林又は国有林以外（国（他機関）、都 8点

札公告日の前日から 道府県又は市町村）との分収林等契約の取組実績の有無

過去5年間） について評価する。

ボランティア活動 国有林又は農林水産省（国有林以外）、国（他機関）、

（入札公告日の前日 都道府県又は市町村でのボランティア活動実績（災害協

から過去2年間） 定等の活動実績を除く）の有無について評価する。
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【企業の信頼性】

従業員の雇用形態 素材生産事業、造林事業に係わる従業員の雇用形態に

ついて評価する。 配点

労働福祉 退職金共済契約締結の事実について評価する。 5点

安全管理 休業4日以上の労働災害の有無について評価する。

不誠実な行為 指名停止の処分又は文書による指導・注意を受けたこ

との有無について評価する。

２ 評価の方法

① 「標準点」を100点とし、「加算点」の最高点を81点とする。

② 「加算点」の算出方法は、上記(1)の各評価項目（事業計画、企業の事業実績、配

置予定技術者の能力、地域への貢献、企業の信頼性）について評価に応じ得点を与え

る。

③ 価格と価格以外の要素を総合的に評価する総合評価落札方式は、入札参加者の「標

準点」と「加算点」の合計を入札参加者の入札価格で除して得た数値

（｛標準点＋加算点｝÷ 入札価格、以下「評価値」という。）により行う。

④ 欠格がある場合は、入札参加を認めないものとする。


